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GARD INSIGHT  
経験を通して学ぶ：排ガススクラバーの運用上の課題 

こちらは、英文記事「Learning as we go: challenges with the use of exhaust gas scrubbers」 

（2019 年 10 月 17 日付）の和訳です。 

 

 
 

2020年の IMO硫黄分濃度規制に準拠するための方法として最も一般的なのは２つあり、規制準

拠燃料を使用することと、ECGS（排ガス洗浄システム。スクラバーとも呼ばれます）を使用す

ることですが、そのいずれにも懸念が残ります。しかし、重要なことは、事故が発生した場合

に、海運業界全体でそこから学び、将来、同様の事故が発生しないような取り組みをすることで

す。 

 

2020 年の IMO 硫黄分濃度規制の施行が間近に迫る中、約 3,000 隻の船舶が 2020 年までにスクラバ

ーを装備すると見込まれます。大多数の船主や乗組員にとってスクラバーシステムは新しい技術で

す。他の新しいシステムと同様に、当初は問題が発生することが予想されます。規制準拠燃料につい

ても、特有の課題が発生するでしょう。 

 

Gard では、既にスクラバーに関連するいくつかのクレームを扱っています。本稿では、スクラバー

が故障したケースと、スクラバーに損傷が生じたケース、スクラバーに起因して損害が発生したケー

スを振り返ります。 

 

スクラバー改修中の火災 

 

スクラバーの設置には、煙突室を拡張し、船舶の構造体にスクラバータワーを取り付けるため広範囲

にわたる火気使用が必要です。 

http://www.gard.no/web/updates/content/28519122/learning-as-we-go-challenges-with-the-use-of-exhaust-gas-scrubbers
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Gard では、溶接や金属切断等の火気使用作業で生じた火花が、覆いのない開口部からスクラバー内

部のチャンバーに落ちて火災になった事故数件に関わってきました。その中には、ガラス強化エポキ

シ（GRE）配管を通じて機関室まで火が広がった事例もありました。支持ブラケット用に鋼材を切断

する際に生じる熱が、スクラバー内部に熱がたまる要因になったケースもありました。これらいずれ

ケースでも、造船所の消防隊が乗組員の協力の下で消火活動にあたりました。 

 

 
 

後の調査で、乗組員が造船所に開口部を覆うよう要求していたにもかかわらず、実際には覆われてい

なかったことが明らかになりました。火気使用作業中にスクラバー充填材が発火するリスクがあるこ

とを造船所の作業員は認識しておらず、そして、その大多数がスクラバー内の部材が可燃性であるこ
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とを理解していませでした。火気使用安全手順の不順守から発生するこうした火災はスクラバー特有

のものではなく、溶接、切断、研削作業が行われる場所であればどこでも発生する可能性がありま

す。 

 

腐食による海水流入 

 

 
 

スクラバー廃棄物には腐食性があります。そのため、オープンループ方式のスクラバーの設置から

10～15 か月以内に船外ディスタンスピースやその周辺で腐食が発生し、機関室、バラストタンク、

カーゴホールド等に海水が流入するという事故が数件起きています。配管内側や溶接部に保護コーテ

ィングが行われていないか行われていても十分でないことに加え、洗浄水排出部付近の船体外板の塗

装が不十分であることが腐食促進の要因であったことが確認されました。いずれの場合も、応急処置

としてダイバーが漏れた箇所を塞ぎ、後に造船所にて恒久的修理が行われました。 

 

製造不良や熱衝撃によるスクラバー損傷 

 

定期的に欧州北部を航行しているある船舶には、オープンループ方式のスクラバーが設置されていま

した。オープンループ方式のスクラバーからの洗浄水の排出が禁じられている港に寄港する際は、低

硫黄燃料に切り替えなければなりませんでした。それでも、スクラバー自体の運転は、400℃近い高

温になる排ガスの通り道を確保するために、乾燥モード（つまり、洗浄水供給ポンプを止めた状態）

で行う必要がありました。出港後、洗浄水ポンプを稼働させたところ、ノズルからスクラバー内部に

まで冷たい海水が吹きかかりました。乗組員がスクラバーの点検中に、ノズル、ミスト除去装置ハウ

ジング、排水口の損傷を発見しました。 
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詳細検査を実施したところ、熱衝撃、造船所の製造不良（ミスト除去装置支持プレートにスポット溶

接しかされていないなど）、設計不良をはじめ、さまざまな要因があることが判明しました。このス

クラバーは、使用開始からおよそ 2 年が経過していました。 

 

推奨事項 

 

船舶に搭載される他の装置や機械同様、スクラバーにも故障や損傷が生じます。こうした事故に関し

する推奨事項を以下にまとめます。 

 

¶ 改修中の火災：火気使用の安全手順を守ることで火災のリスクは軽減することができます。

作業前に実施するリスクアセスメントにおいて、スクラバーのどの部品が可燃性なのか明確

にするようにしてください。可燃性の部品は、火気使用作業中、火花が落ちてこないよう開

口部を覆って保護するようにしてください。金属切断、溶接、研削、その他火気使用作業中

に発生する熱を移行させない対策も実施してください。船主は、こうした火気使用作業を実

際に実施する造船所の作業員にそのリスクを認識させ、危険な箇所が適切なシールドで覆わ

れるように確実に対策してください。乗組員側も、造船所の安全監督員に頼り切らないで、

自身でも火気使用作業を監視するようにしてください。消火器はすぐに使用できる状態にし

ておき、乗組員はその使い方に慣れておくようにしてください。 

¶ 腐食による海水流入：金属製ディスタンスピースは通常、保護強化のためのコーティングを

行います。壁厚さの計測を制度化してください。DNV-GL（船級規則 Part 7、Ch. 1, Section 

2, pt.3.1.9）をはじめ多くの船級協会では、検査項目に入れています。厚さが減少した場合、

それはコーティングがはがれていることを示唆しています。溶接接続部や船体にできた穴や

クラックからの漏れについては、作業品質や塗装方法を精査してください。また、ビルジア

ラームやポンプの配置を定期的に確認し、乗組員に注意を促すとともに海水流入に対処でき

るよう備えてください。 

https://rules.dnvgl.com/docs/pdf/dnvgl/ru-ship/2017-01/DNVGL-RU-SHIP-Pt7Ch1.pdf
https://rules.dnvgl.com/docs/pdf/dnvgl/ru-ship/2017-01/DNVGL-RU-SHIP-Pt7Ch1.pdf
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¶ 製造不良や熱衝撃による損傷：運転中、スクラバー装置は、溶接品質やハウジング構造の強

度が試される各種の応力にさらされます。リスクの軽減には、設置時の船主による監督が役

立ちます。リスクを軽減するため、船主とメーカーが設計について意見交換することが推奨

されます。この熱衝撃のケースでは、予防措置として船主が設計変更を行い、乾燥モードで

の運転中に連続的にクローズドループ方式で運転する、スクラバー水冷装置を導入しまし

た。 

 

¶ 船主は、他の船で起きている技術要因が絡むスクラバーの事故の情報を、スクラバーメーカ

ーから定期的に入手するようにするとよいでしょう。 

 

今後、運航者、乗組員、メーカーが、経験を積んでいくことで、上記のような事故が発生する頻度は

低下していくでしょう。それまでは、スクラバー関連のトラブルから学んだ教訓を業界全体で共有す

ることが重要です。シンガポール海事港湾庁が最近公開した scrubber advisory などはその一例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本情報は一般的な情報提供のみを目的としています。発行時において提供する情報の正確性および品質の保証には細心の注意を払っていますが、Gard は本情報に依拠

することによって生じるいかなる種類の損失または損害に対して一切の責任を負いません。 

 

本情報は日本のメンバー、クライアントおよびその他の利害関係者に対するサービスの一環として、ガードジャパン株式会社により英文から和文に翻訳されておりま

す。翻訳の正確性については十分な注意をしておりますが、翻訳された和文は参考上のものであり、すべての点において原文である英文の完全な翻訳であることを証す

るものではありません。したがって、ガードジャパン株式会社は、原文との内容の不一致については、一切責任を負いません。翻訳文についてご不明な点などありまし

たらガードジャパン株式会社までご連絡ください。 

https://www.mpa.gov.sg/web/wcm/connect/www/7c9517fc-5e4c-4098-a59e-9970580eb96c/Scrubber+Advisory.pdf?MOD=AJPERES&id=1571016651794

